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一九州東学附属図書館「きゅうとL旨nQ」の取り組み－  

片 岡  真＊   

九州大学附属図書館では，情報検索の結果からの一次資料や関連情報へのナビゲーションを目的として，2005年4月からSerials  

Solutions社製リンクリゾルバArticleLinkerを導入し，九州大学附属図書館学術情報リンクサービス「きゅうとLinQ」と名付けて  

サービスを開始した。本稿では，まずこれまでの本学での「きゆうとLinQ」への取り組みを通して，リンクリゾルバのしくみを説  

明する。そして学術ポータルには，学術情報検索の入口としての機能の他に，情報検索結果から一次資料や関連情報を適切にナビゲー  

トする機能が必要であることを明らかにする。最後に，今後の電子リソースマネジ メントの方向性について考察する。  

キーワード：リンクリゾルバ，SerialsSolu七ions，きゅうとLinQ，ナレッジベース，OpenURL，CrossRef，GoogleScholar，学術  

ポータル  

する際の大きな障壁となっていた。  

2．リンクリゾル♂ミ「きゆうとLinQ」  

九州大学では，この問題への対応策として2005年4  

月からSerials Solutions社製のリンクリゾルバArticle  

Linkerl）を導入しっ 九州大学附属図書館学術情報リンク  

サービス「きゆうとLinQ」注1）と名付けてサービスを開始  

した2）。リンクリゾルバは，抄録。索引データベースや書  

誌9所蔵データベースの検索結果，またはフルテキスト  

データベースの参考文献などの文献情報から，OpenU‘RL  

を使い，自機関で利用できる一次資料（Appropriate  

Copy）や関連情報を統合的にナビゲートするツールであ  

る3），4）｝5）〉6），7）。図1にWebofScienceから「きゆうとLinQ」  

を利用してフルテキストヘアクセスする流れを示した。   

導入から半年余りが経ち，その効果は「きゆうとLinQ」  

利用回数の多さやフルテキスト利用件数の増加という形で  

明確に現れている。また利用者からも，こうしたサービス  

1．背  

インターネットの普及から10年余りの間に，学術情  

報の利用環境は急速に電子化された。抄録。索引データ  

ベース，書誌。所蔵データベースの発達により文献検索  

や所蔵検索が自室で行えるようになり，電子ジャーナル  

の普及は利用者が図書館へ足を運ぶことなく必要な文  

献を入手することを実現した。こうしたなか，大学図書  

館は利用者に学術的な電子リソースを提供する窓口（＝  

学術ポータル）として機能し，学習活動や研究活動の生  

産性向上に一定の役割を果たしてきた。   

一方，情報検索の結果からの一次資料入手に関しては，  

ベンダー が用意したフルテキストリンクは必ずしも的  

確ではないため，所属機関でのフルテキスト契約の有無  

や冊子体の所蔵状況を確認するために，電子ジャーナル  

リストやOPACを使い分けて再検索する必要があった。  

このことが利用者に混乱を招き，的確に一次資料を入手  

1．WebofScience検索結果  2，「きゆうとLinQ」中間窓  

図1WebofScienceからの「きゅうとLinQ」利用例  

3．ターゲット（フルテキスト）  

＊かたおか しん 九州大学附属図書館利用支援課調査   

サービス係   

〒812¶8581福岡市東区箱崎6－10－1   

Tbl．092¶642－2336  （原稿受領 2005．10．27）   
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「きゅうとLinQ」中間窓  ターゲット  ソース  

転塾療をクリックすると、  
OpenURLで文献情報が送信される  WebofScience  

Scopus  

Ovid  

SciFinderScholar   

EBSCOhost  

ProQuest   

ScienceDirect  

JSTOR  

GoogleSchoEar  

OPAC  
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図2「きゅうとLinQ」のしくみ  

をより一層充実させてほしいとの声が聞こえてきている。  

3．「きゆうとLinQ」のしくみ  

ここからは，「きゅうとLinQ」の例に基づいて，リン  

クリゾルバのしくみを見て行く。   

図2は「きゆうとLinQ」の全体像である。「きゆうと  

LinQ」を利用する起点となる情報検索サービスのことを  

ソースといい，各ソースから「きゆうとLinQ」のリンク  

アイコンをクリックしたときに現れる画面が中間窓注2），そ  

して中間窓に表示されたリンクによって導かれるサービス  

をターゲットという。以下「きゆうとLinQ」がどういっ  

たしくみで動いているのか，5つの要素に分けて説明する。  

3．1 ソース設定  

リンクリゾルバを利用するた捌こは，まず各ソースか  

らリンクリゾルバ（「きゅうとLinQ」）のアイコンを表  

示させるために，ソース設定を行う必要がある。  

OpenURI．に対応したデータベースでソース設定が可能  

であり，機関名，ベースURI．，カスタムアイコンの登録  

を行う。海外ではWeb of Science，0vid，SciFinder  

Scbolarなど主要な文献。索引データベースの他，書誌。  
所蔵データベース，フルテキストデータベース，文献管  

理ソフトなど多種多様なソースがOpenURLに対応して  

いる。また国内ではJDreamの他，医中誌Web（Ver．4）  

がOpenURIJ対応を予定している。各社OPACにも実  

装され始めている。本学では，SerialsSolutions社が提  

供する各ソースの設定資料（英語）やベンダーのWeb  

サイトで設定方法を確認し，登録を行った。また不明な  

点がある場合は代理店に協力を仰いだ。  

3．2「きゆうとLinQ」の中間窓とターゲット   

ソース設定が完了すると，検索結果から「きゆうとLinQ」  

のアイコンをクリックした際，中間窓が表示される（図3）。   

まず「文献情報」の枠内にはOpentTRLで情報検索サー  

ビスから受け渡された文献情報が表示されている（受け  

文献情報  
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図3「きゆうとLinQ」の中間窓（枠線を加えている）   

渡された情報にISSNがあれば雑誌タイトル，DOI，  

PubMedIDがあればCrossRef，PubMedへの照会によ  

り論文情報が補われる）。  

「フルテキスト」の枠内には，フルテキストをターゲッ  

トとするリンクが表示される。表示されるリンクは論文  

単位，雑誌単位，データベース単位の3種類で，本学で  

フルテキストが利用できない場合は，フルテキストへの  

リンクは表示されない。また，OpenURLや検索CGI  

による論文単位リンクを受け付けないターゲットや，  

OPACなど論文単位の情報を持たないソースから「きゆ  

うとLinQ」を利用した場合は，雑誌単位，データベー  

ス単位の2種のリンクのみが提供される。  

「フルテキスト以外のターゲット」はっ 各機関それぞ  

れが設定する領域である。これは大きく一次資料入手の  

ためのリンクと，関連リンクに分けられる。「きゆうと  

LinQ」で萎も 一次資料入手のためのリンクにはOPAC  
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（AccessandManagementSuite）として提供され，利  

用者へのインターフェースを兼ねている。A・M．S．は，  

パッケージ 契約のタイトルやサードパーティ製アグリ  

グータのタイトル入れ替えをSerials Solutions側で行  

い，利用可能年限についても予め各出版社から入手した  

データが搭載されているため，パッケージ単位でタイト  

ル登録を済ませれば，基本的に後のメンテナンスは不要  

である。本学ではA．M．Sの利用により，電子ジャし－ナル  

リストの正確性，機能性の胤 管理面での効率も向上さ  

せることができた1）融2）。  

3，5 CrossRef   

フルテキストのターゲットがOpenURI．（または検索  

CGI）による論文単位のリンクを受け付けない場合でも，  

CrossRefにより論文単位のリンクが補完される場合が  

ある。論文タイトル，著者名，ISSN，雑誌タイトル，  

巻，号，ページなどの情報からCrossRefを検索し，ヒッ  

トした場合は“Publisher via CrossRe壬ゆ’の表示ととも  

に論文単位のリンクを表示しているためである。   

CrossRefは，出版社の需要から生まれたリンクシステ  

ムで，文献に付与した DOI（DigitalObjective  

Ident迫er）と URLの対（それに簡単な文献情報）を  

CでOSSRefサーバへ登録しておき，登録された文献の  

URIJ情報をCrossRef参加出版埠の間で共有するしくみ  

である13）。現在1，500近くの出版社が参加し，1，700万  

を超えるpOIが登録されている14）。   

本学では，CrossRefによる論文単位のリンク補完機能  

を利用するため，CrossRefメンバーに加入した。営利を  

目的としない図書館であれば参加は無料である。現在世  

界中で600を超える図書館が参加し，CrossR甜DOIを  

利用したリンク機能を提供している。  

4．「きゅうとLinQ」独自の取り組み   

4．1GoogleSchoLarとの連携   

GoogleScholar（Beta）は無料で使える学術文献の検  

索エンジンとして2004年11月に登場したが，2005年  

5月にリンクリゾルバとの連携が可能となった。本学は，  

「きゆうとLinQ」によりこの連携を日本で初めて実現す  

ることができた。   

Google Scholarから「きゅうとLinQ」中間窓へのリン  

ク表示は他のソースと少し異なり，検索結果の文献が本  

学で利用可能な場合は「Fulltext＠Ⅹyushut7niv．」，利  

用できない場合は「Resources＠KyusbutJniv．」と表示  

を切り替えている。これはSerialsSolutionsに登録され  

た本学のナレッジベースが毎週から隔週で Go（噂1e  

Scbolarへ受け渡されることにより実現している。この  

連携は，無料リソースでありながら，本学のIPアドレ  

スから検索すると自動的に「きゆうと もinQ」へのリン  

クが表示されることから，研究者に大きな驚きをもって  

迎えられた。自宅や出張先からこの機能を利用するには，  

“scholar Preferences”から“Kyushu University”を  

のISSNによる自動検索，Hユ依頼フォームへのリンク  

を設定し，関連リンクとしてはWebcat Plus，Google  

Scholar［Beta］，Googleの自動検索とJCRWeb（Journal  

CitationReportsontheWeb）によるインパクトファク  

ター表示を提供している。  

3．3 0penURL   
ソースとして設定したどの情報検索サービスからで  

も，「きゆうとLinQ」の中間窓を出現させることができ  

るのは，文献情報の受け渡しにOpenURI．と呼ばれる共  

通の方式を使用しているからである。OpelltJRLはURL  

中に文献情報のメタデータを記述して他のWebアプリ  

ケーションへ文献情報の受け渡しを行う方式で，現在は  

2000年に登場した最初のリンクリゾルバであるSFX  

沌ⅩLibris社）へ実装され，事実上の標準となった  

OpenURI．0．18）と，その拡張版である“ANSI／NISO  

Z39．88－2004 The OpenU■RI． Framework for  

C。nteXt－SensitiveServices”（OpenURLl．0）9〉，10）〉11）が  

利用されている。OpenURI．1．0では，従来のOpenURL  

O．1で使用した文献情報（Con七extObject）の記述方法を  

基にしたKEV（Key・EncodedValue）フォーマットの他  

にⅩMI．フォーマットをサポートし，データ受け渡しに  

ついてHTTPを利用した6つの方法を規定した点が特徴  

的である。また文字コードもUTF－8を標準として明確  

に規定したため，日本語など欧米言語以外の表示がより  

スムーズに行えるようになった。  

3．4 ナレッジベース  

「きゆうとLinQ」の中間窓で，フルテキストへのリン  

クが本学で利用可能な場合にのみ表示されるのは，中間  

窓を表示する際，ナレッジベースと呼ばれる本学で利用  

可能な電子ジャーナルを登録したデータベースと，  

OpenU一礼で送信された文献情報を照合しているからで  

ある。SerialsSolutionsでは，このナレッジベースは多  

彩な検索機能を備えた電子ジャーナルリスト A．M鳶．  

0penURしで受け渡されるURL  

http州e8r】7nq6「．sea「chserlalsso】utjonscom／？＝「l＿Ver＝Z39▼88－  

2004＆urE ctx fmt＝lnfo％3Aofl％2Ffmt％3Akev％3Amtx％3Act〉【＆rft vaIfmt＝lnfo％3AofE％2Ffmt％3  

Akev％3Amtx％3ApumaI＆rfr＿id＝，nfo％3As．d％2F，S，knowledgecoTn％3AWoK＆rfL．d＝jnfD％3Adoi％  

2FlO，1126％2Fsc】enCe2755304．1320＆rft＿ld＝FrLfo％3Apmld％2F9036860＆rft，genre＝artlCIe＆rftatit  

le＝lsolal】On＋0トa＋COmmOn＋reCePtOけfor＋COXSaCkle＋B＆侃jtitle＝Sclence＆而au】ast＝Be「gelson＆爪  

aU【∩■t＝」＆涌，date＝1997＆爪voIu「鴨＝275＆硝spage＝7320＆甫ep89e＝7323  

URLをデコードし、項日ごとに改行  

hltp：肌e8r17nq6「．search．seTialssolutions．comノ  

？u「lVer＝Z39．88－2004  

＆u「lctxfmt＝infoニ0醐mt：kev：mtX：CtX  

＆而∨∂lfmt＝岳nfo：0鋸fmt：kev：mb：胆Urnal  

Om：WoK  

Ce．275，5304，1320  

＆rR．gen「e＝a丘icle  

＆「札a  机Ie＝lsol融0nOfacommonreceptorfo「coxs∂CkieB  

＆而．jt州e＝Sclence  

＆硝・aU－ast＝Bergetson  

＆「札auinit＝」  

＆「寵．date＝1997  

＆rR．vDIu汀）e＝275  

＆硝・SPage＝1320  

＆硝．epaqe＝1323  

リンクリゾルバーのベースURL  

ContextObjeCしメタデータの  
フォーマット  

D01／PubMedlD／OA】などが  

あれば記述  

文献情報（ジャンル、論文名、  
稚誌名、著者名、発行日、巻、  
号、開始ページ、終了ページ、  
ISSNい．．）  

図4 0pentJRLl．0（ⅩEVフォーマット）の記述例  
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図5 GoogleScholarと「きゅうとLinQ」  

については，ここに何をどう含めるかで利便性が大きく  

変わるため，「きゆうとLinQ」でも特に工夫を行った部  

分である。例えばWebcatPlusのISSN（ISBNも可能）  

による自動検索は，国立情報学研究所への申請により実  

現したが，必要な文献が本学で利用できない場合は必須  

の検索となるため，設定の効果は大きい。またJCRlⅣeb  

によるインパクトファクター表示は，ターゲット設定後  

JCRWebの検索回数が急増し，研究者の関心の高さが窺わ  

れた。またILI．依頼フォームは，図書館システムのリプレ  

イスにより，書誌項目の自動入力をサポートする予定である。   

今後は，引用文献データベース，機関リボジトリの  

サービスプロバイダ，近隣図書館のOPAC，ドキュメン  

トデリバリー，研究者ディレクトリ，文献管理ソフトと  

いったターゲットの設定にも取り組んで行きたい。さら  

にArticleLinkerが図書サポートを開始すれば，ブック  

レビューの参照やオンライン書店へのナビゲートが実  

現するなど，アイディア次第でリンクリゾルバの可能性  

を広げるものとなるだろう11）。  

5．リンクリゾルバと学術ポータル  

ここからは，リンクリゾルバが電子リソースの利用環  

境をどう変えたのか，またリンクリゾルバは学術ポータ  

ルのなかでどのような役割を持つのかを考察する。  

5．1検索入口としてのポータル   

図6はこれまでの情報検索フローである。図書館の  

ホームページが利用者と学術情報を繋ぐポータルとし  

ての役割を果たし，OPACや各機関で利用できる情報検  

検索し，チェックボックスに印を付けておけばよい。   

Google Scholarのような無料公開された情報検索  

サービスの登場は，図書館サービスを介することのない  

文献検索を可能にした。しかし，「きゆうと LinQ」との  

連携により，図書館はこうした領域でも一次資料や関連  

情報のナビゲートという役割を果たせるようになった。   

なおGoogleScholar以外にも，PubMed，ArXivといっ  

た無料公開されたサービスでもソース設定が可能である。  

4．2 0PACとの連携   

本学では，OPACの検索結果からも「きゆうとLinQ」  

が利用できるよう設定している。GoogleScholaどの表示  

方法を参考にし，フルテキストが利用できる書誌には  

「FulltextきゆうとLinQ」，フルテキストが利用できな  

い書誌には「Resourcesきゆうと LinQ」のリンクアイ  

コンが表示されるよう区別した。OPACへの実装により，  

OPACから電子ジャーナルが利用できる利便性のほか，  

利用者が「きゆうと LinQ」を知るきっかけとなり，利  

用者と電子リソースの接点にもなればと期待している。   

現在は図書館システムの書誌URLフィールドに中間  

窓を呼び出すOpenURL形式のURLを直接格納してい  

るが，2005年12月には図書館システムのリプレイスに  

より，OPACがOpenURIJに対応する予定である。こう  

なると図書館システム側で電子ジャーナルのURLを管  

理する必要がなくなり，管理面からもより簡便となる。  

4．3 ターゲットの拡充   

中間窓へ表示されるフルテキスト以外のターゲット  
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図6 これまでの情報検索フロー  

図7リンクリゾルバ導入後の情報検索フロー  

一次資料入手までの手順を短縮することで，明確に研究  

者の情報収集効率を高めてくれる。またリンクリゾルバ  

のリンクターゲットに引用文献データベースを加える  

などク 関連情報のナビゲート機能を充実させれば，ク  

リックするだけで様々な情報検索サービスから横断的  

に関連情報を得ることができ，情報収集の幅を広げてく  

れる。こうした意味から，電子化時代の学術文献の検索，  

入手活動のなかでリンクリゾルバが果たす役割は大きい。   

5．3 電子リソースマネジメントのこれから   

図書館は資料や情報の収免整凰提供を行う機関で  

あることは言うまでもないが，提供する資料や情報が電  

子化されてもその役割に変わりはない。学術情報の利用  

が冊子から電子的コンテンツへシフトするなかで，それ  

を収集し，提供する窓口となるだけでなくJ電子リソー  

スに特有の混乱や障壁を減らし，プラスアルファのナビ  

ゲーション機能を持たせることが，図書館に求められる  

重要な役割となっている。このことは大学としての学術  

情報の生産性にも大きく関わっている。  

索サービスをナビゲートしている。つまり「学術情報検  

索の入口」としての機能を果たしてきた。しかし情報検  

索の結果から的確に一次資料を入手するためには，電子  

ジャーナルリスト，C将AC，WebcatPlusなどを状況に応  

じて検索し直す必要があるなど，手順が複雑になっている。   

5．2 検索結果からのポータル  

リンクリゾルバを導入すると，利用者はOpentTRI」に  

対応しているどの情報検索サービスからでも，その結果  

に表示される文献情報から自機関で利用できる一次資  

料や関連情報の検索へナビゲートされる（図7）。利用者  

は各情報検索サービスで「きゆうとLinQ」のリンクボ  

タン（またはリンク表示文字）をクリックすることを  

知っておくだけでよい。これは，広大な情報検索の世界  

から，文献情報を辛がかりとして，自機関で一次資料を  

入手し，関連情報を検索するサービスであるため，「検  

索結果からのポータル」と言うことができる。   

検索結果からのポータルは，多様化，高機能化する電  

子リソースを利用するなかで交通整理の役目を果たし，  
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九州大学では，リンクリゾルバ「きゅうとLinQ」の  

導入により，利用者に「検索結果からのポータル」を提  

供するという新しい一歩を踏み出した。しかし，本番は  

これからである。情報検索ツールを利用するための統一  

的な入口となる統合検索ポータル（Federated Search  

Portal），電子リソースの契約やアクセス管理のための  

ERMS（ElectronicResourcesManagementSystem），  

学外からの電子リソース利用を可能とするProxyサーバ  

の整備，情報検索で見つけた文献情報を一元管理する  

Webベースの文献管理ツール15）。今後こうしたインフラ  

整備を推し進めることにより，電子的利用環境のなかで，  

利用者にとって信頼性のある確かな学術ポータルを構  

築し，図書館としての新たな役割を果たして行きたい。  
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注記  

注1）「きゆうとLinQ」（きゆうと。りんきゆ～）   

九州大学附属図書館のマスコットである「きゆうと君」に  

“unk”をアレンジした“LinQ”を合わせたもので，九州大  

学附属図書館のリンクサービスであることを表している。  

注2）中間窓   

リンクリゾルバのリンクアイコンを押したときに表  

示される画面は，英語では“Intermediary windoⅥ7”  

“Intermediaryscreen”“Resultspage”“sFXmenu  

など様々な名前で呼ばれているが，本稿では日本語訳を  

「中間窓」とした。  
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